
ひらめき箱（意見・要望等）対応状況 

番号 ９ 開封日 平成２７年７月１日 

ご  意  見 

 村山公園の外周を、オールウェザー仕様にしてほしい。 

 公式な大会は熊本である事が多く、スパイクなども土とは違うため、走る

練習を郡部に行かなければ出来ません。 

 わざわざ新しい競技場というのは難しいと思うので、村山公園を出来れば

補修してほしいです。（学童マラソンなどで使用されるところです） 

（本当は１周３００ｍの競技場があれば・・・と思っています） 

 

（開封日 平成２７年７月１日） 

 

回       答 

ご要望がありました件について、村山公園を管理しています都市計画課が

お答えします。 

 

 村山公園は市が管理をしている都市公園のひとつです。 

都市公園には、下新町公園や相良公園のような近隣の居住者が容易に利用

できる小規模な公園（街区公園といいます）から、都市住民全般が利用する

大規模な公園（総合公園や運動公園）までいろいろな種類の公園があります

が、村山公園はそのうちの、「都市住民全般の休息、鑑賞、散歩、遊戯、運動

等総合的な利用に供すること」を目的とする総合公園として、昭和 43年から

平成 5年にかけて整備されています。 

 

 現在、市内には 18 の都市公園がありますが、その多くが昭和 50 年代に建

設されたもので、公園施設の老朽化が進んできたため、国の交付金事業を活

用して施設の改築・更新を行っています。 

 

村山公園についても施設の老朽化が進んできましたので、この国の交付金

事業を使い、平成 25年度から水道施設やトイレ、遊具、遊歩道の改築・更新

を行っていて、平成 27年度は、凸凹があり舗装の痛みが激しい工業高校前か

らテニスコート下に至る園路の改修や車止めの取替を計画していますが、ご

要望のありました園路はそれほど舗装の老朽化が進んでいないため、現在の

状態では国の交付金対象にはなりませんので、改修する場合は全額市の負担

となります。（国の交付金事業なら、事業費の５０％は国からの補助がありま

す。） 

 

現在、市の財政は非常に厳しい状況にありまして、日常的な公園管理や老



朽化した公園施設の改築・更新に多額の費用が必要なため、特に施設の老朽

化が進んでいる 16の都市公園につきましては、公園利用者が安全・安心して

利用できるよう、まずは老朽化した施設の改築・更新を優先して行うという

方針のもと、国の交付金事業を活用して１０ヶ年計画で公園施設の改築・更

新を進めているところです。 

 

 ご提案のありましたオールウェザー仕様の舗装は弾力性があり、公園利用

者にとっても足腰にやさしい大変良い舗装であるとは思いますが、グラウン

ド外周のアスファルト舗装は、路面が古いところや草が生えているところが

一部分あるものの、全体的には、路面の凸凹が激しく歩きにくいなどの目立

った老朽化は見られませんので、先に述べたような財政上の問題や公園整備

の方針から、現在のところ、市では改修をする計画はないところです。 

 

 また、ご質問の内容から推察しますと、陸上競技の短・中距離走の練習に

利用したいとお考えのようですが、先に述べましたように、村山公園は総合

公園であり、グラウンド外周部は、子供から高齢者まで幅広い市民の方がの

んびり散歩をするとか、健康のためにウォーキングやジョギング等をすると

いった場所としてご利用いただきたいと考えていますので、短距離等の練習

場とすることはいささか難しいのではないかということを申し添えさせてい

ただきます。 

 以上お答えします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


